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正円３つは、老健施設を象徴する色になります。
オレンジは、太陽や炎の色で「明るさ」を。グ
リーンは、若葉や木の芽の色で「若さ」を。紫は、
古くから貴いとされる色で「質の高さ」を表しま
す。円を取り巻くリボン状のものは「心」を示す
ハート型になっています。

海・癒・楽GALLERY 全老健のマーク

ソフトコーラルに棲む３cmほどの小型のハ
ゼです。
半透明で探すのに苦労します。

三根浩一郎
全老健 副会長

アカスジウミタケハゼ
2020年８月
石垣島

13■インタビュー 自然災害や感染症の流行を
BCP策定で乗り越え業務を継続し続ける
本田茂樹さん
信州大学 特任教授、ミネルヴァべリタス株式会社 顧問
令和３年度厚生労働省委託事業「介護サービス類型に応じた業務継続計画（BCP）作成支援業務一式」
事業検討委員会 座長

17■レポート 一般社団法人和歌山県老人保健施設協会主催 BCP策定発表会
BCPは策定してからが新たなスタート
研修・訓練でレベルアップを
医療法人敬英会介護老人保健施設グリーンガーデン橋本（和歌山県）　
医療法人恵友会老人保健施設恵友ライフケアーセンター（和歌山県）
社会医療法人祐生会みどりヶ丘介護老人保健施設（大阪府）　
医療法人和幸会介護老人保健施設パークヒルズ田原苑（大阪府）

12 特　集

老健施設における
BCP策定とその運用
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地域とのつながりを大事にして
いざというときに備えたい
熊本美加さん　医療ライター
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次期介護保険制度改正に
向けた議論の流れ
社会保障審議会介護保険部会

表紙●介護老人保健施設ガイアの里（長崎県）。介護美容セラピストの資格がある職員が、顔や手足のリンパを流したり、アロマを焚いて
の睡眠対策を行ったりしています。コロナ禍で対面での接触が難しくなりましたが、心の癒やしとなるセラピーは継続していきたいです。
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